
ゲノム編集技術は短期間での新品種創出を可能とし、現在では、機能⽋損を標的とした技術に加え
て、遺伝⼦発現強度を増加・減少させるゲノム編集技術など、多様な選択肢が求められている。
そこで、期待する遺伝⼦発現強度変化をもたらすゲノム編集技術の確⽴を⽬標とし、「深層学習に
よる遺伝⼦発現強度を予測するモデル」の構築と評価を達成した。今後、当社従来技術および既存
サービスと組み合わせて事業を展開していく。

 ゲノム編集技術は短期間での新品種創出を可能とした。
 機能⽋損を標的とした技術に加えて、遺伝⼦発現強度を増加・減少させるゲノム編集技術など、多様

な選択肢が求められている。
 AIによって期待する遺伝⼦発現強度変化を予測するモデルを構築する。

AI 駆動による発現量を精密にコントロールするゲノム
編集技術の開発
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背景・⽬的背景・⽬的

予測値元のプロモーター

ゲノム編集後プロモーター 1) 3.9
2) 7.2
3) 1.4

0)  4.1

増加
減少

ゲノム編集予測+発現強度予測

プロモーター配列

︙

予測値
1) 9.6
2) 3.2
3) 1.4

︙

植物プロモーターの発現強度予測モデルの構築

今後の展開の⽅向今後の展開の⽅向

1. 植物プロモーターの発現強度予測モデルを構築
した

2. ゲノム編集後の発現強度を予測し、植物細胞を
⽤いた実験で検証した

3. 植物プロモーターに対するゲノム編集の
実施に向けツールを構築した

様々な植物組織
様々な導⼊⽅法

オリジナル⾼効率
ゲノム編集ベクター

従来のゲノム編集では得られなかった
形質を持つ新品種を作出

「深層学習による遺伝⼦発現強度予測モデル」と
当社従来技術の組み合わせ

共同開発による技術提供
パートナーとの新種苗共同開発に⽤いることで、
種苗からの新たな価値創造を加速させる
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